


          

          誰もが大事にされる社会を求めて  理事長 島 しづ子 
 

25 年以上も前のことです。娘が学齢期になった時、近くの小学校に就学の為の検診に行

きました。身体も知恵も重度の障がいなので入学許可がでそうにありませんでした。普通

校に通学を認めさせ、許可されても付き添って通い続けるエネルギーは私にはありません

でした。それで通学バスで一時間近くもかかる港養護学校に通いました。二年目からは引

越しして家の目の前に小学校があるのに一時間もかけて港区まで通う矛盾を感じました。

それでも、娘が養護学校に通う朝、「通う場所があるっていいなあ」と思いました。道の景

色やあの時の心模様を今も鮮やかに思い出します。「高等部卒業後は、毎日家にいることに

なるなあ～そしたら、朝は辛いなあ～」と思いました。だから遠くても毎朝通える養護学

校があることに感謝しました。それまでの重度の心身障がい児は就学猶予（親が子を就学

させなくてもいいという名目）という形で学校教育は受けられなかったのです。きっと先

輩の親たちが努力して重度の障がい児も通える環境を作り出してくれたのでしょう。あり

がたい、じゃ、わたしたちも次のステップのために環境づくりをしなくちゃ！という思い

で、同世代の親たちと養護学校卒業後の場所つくりを始めました。同じ思いの親たちに出

会えた事も有り難いことでした。 

志を掲げてから約 24 年。名古屋市内には愛実の会と同じような経緯で作られてきた多く

の施設が存在し、養護学校を卒業した方々を迎え入れています。どこも涙と汗の賜物です。

愛実友だちの家、紙風船、大地の家も多勢の方々の愛の結果です。最近の新人メンバーは

18 歳です。メンバーさんのご家族に伺うと卒業後の施設つくりを考えたこともないと答え

ます。「そうか、作ってきてよかった！」という気持ちと、「そうかなあ～」という気持ち

になります。障がい者の受け入れ先があるべきことはあたりまえのことです。でもそのあ

たりまえのことは作り出してきた親たちや協力者の愛の結果だということを忘れて欲しく

ない！そう思うのです。 

見学に来られた親御さんたちに言ったことがあります。「私たちはこういう施設が欲しい

と思って作ってきました、それでも子どもにとってはこれで良いとは言えない事だってあ

るかもしれません。だから既成の施設に頼るだけではなく、望ましい施設を自分たちで作

り出すことも考えて欲しい。」実業家でも、福祉の専門家でも、社会活動家でもない親が、

たまたま子どもが障がい児であったからと言って、率先して施設を作るというのも変な話

だと思います。でも現実は身近な親が訴え動かなくては始まらない社会であれば仕方があ

りません。 

愛実の会はアシスタントの努力によってデイケアの介助は充実しています。しかし、デ

イケア以外の時間帯、メンバーは自宅で親の介護を受けています。親も年を重ね、居宅介

護やショートステイの需要が増すばかりです。愛実の会は（有）たんぽぽや他の施設と協

力しながら精一杯メンバーの地域生活を支えたいと願っています。障がい児の親たちの合

言葉は「地域で親亡き後も安心して委ねられる場所作り」でした。実は親が存命中の今も、

地域生活を支える基盤が充分とは言えません。高等部卒業後の話ばかりではなく、長い人

生を委ねられる施設作りが課題となっています。 

かつてお母さんたちに「大事に育ててきた子どもを大事にしてくれる社会を作りましょ

う」と言いました。その課題は施設の草創期からみたら、第二世代の親たちやアシスタン

トたちに受け継がれようとしています。若い保護者の皆様も、先輩たちが作り出してくれ

た環境から、次の環境つくりに手を貸してください。大変ですが、理想を掲げて歩むに値

する仕事です。いつか、後輩たちから「先輩たちが苦労して準備してくれたんだね！」と

喜んでもらえたら嬉しいではありませんか。 

涙をもって種まくものは、喜びの声をもって刈り取る。（詩篇 126 篇 5 節） 
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「忙しさ」 

 中森 由哉 

忙しいの「忙」は心を亡くすと読める、ということを聴いたことがあります。では何故忙し

いと「心を亡くす」ことになるのでしょうか。心が本当に亡くなってしまうということは有り

得ないのではないか、という気もします。 

実際のところ、「心が亡くなる」とはどういうことかなと思うとき、心の働きの一番のこと

は何かを「自分が思う・感じる」ことかな、という気がします。 

そして、あれもしなければ・これもしなければならない・こんなにやらなければならないこと

があるのに全然追いついていない、という経験は多くの人にあるのではないでしょうか。 

その時の「心」の状態は、置かれている状況のことで心が一杯になってしまって、自分が何

かを思う・感じるどころではなく、ただただ状況に支配されてしまっているというのが「心を

亡くす」ことかな、と思います。そういう状態に一番なりやすいのが忙しすぎる時ではないか

と思います。 

 そうは言うものの、では無責任に自分の仕事や役割を放り出すわけにはいかないでしょう。 

ただ、やらなければと思っている仕事や役割の中で、今すぐやらねばならないのか後回しでも 

良いのかを区別したり、本当に絶対外せない仕事や役割なのかを見つめ直したりすることは大 

切で、それをすることによって状況は変わってくるようにも思えます。 

私はいつの間にか休みなく働いてしまい、優先順位を決めることが難しくなっていました。

意識的に休暇をとってみたら自分を振り返ることができました。自分の思いを大切にし、感じ

る心を失わないためには、意識的に「休息すること」が必要で、「休息する」ことによって、

働き続けるよりも能率が上がることを実感しました。休むこと、時には現場を離れることが大

事だと思いました。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

防災の取り組みのご紹介  ～東日本大震災を受けて～ 

大野 義徳 

 このたびの東日本大震災で被災された地域の皆さまに謹んでお見舞い申し上げます。 

被害の状況が明らかになるにつれて、私ども NPO 愛実でも事態を深刻に捉えております。

ここデイセンター愛実は、伊勢湾まで１km、近くを流れる堀川まで 400ｍという立地でもあ

り、とくに東海・東南海・南海地震発生時の津波対策の策定作業を、委員会を立ち上げて行っ

ております。また、ここは昔貯木場だったところを埋め立てた土地という関係上、地盤の液状

化の影響も念頭に置かなければなりません。 

これまでは、津波警報発令時には隣のマンションの上階へ避難させていただくよう計画して

おりました。しかし今回の震災を受けて、さらに具体的な計画の必要性、防災用具や備品の充

実を切実な問題として気づかされました。これまで、備蓄用水や食糧を増やし、ヘルメットや

持ち出し袋をそろえ、発電機や雤水タンクを購入いたしました。また隣りのマンション自治会

へあらためてご挨拶に伺い関係を深め、避難計画もデイ開催時のみならず送迎時にはどうする

かなどもっときめ細かで具体的な計画を作っております。地域社会との交流や、私どもの避難

訓練もこれまで以上に充実させていこうと考えています。 

防災備品の充実など予算との兼ね合いもありますが、防災への取り組みは私どもにとっての

大きな課題と認識しています。これまで同様、皆様のお力添え、応援をお願い致します。 
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＜メンバーの思い＞ 

「表現するということ」 
                                       櫻井 直人 

紙風船の活動の中に表現活動という時間がある。テーマを持って、役柄を演じること

で、演技の幅や表現を広げるためのもので、普段、公演に参加していないぼくでも、作

品の役柄を演じることがある。 

実際にやってみて、場面に合わせたセリフのテンポや声の大きさ、気持ちの込めかたな

ど気をつける部分がたくさんあり、演じることの難しさを肌で感じて、公演でたくさん

の観客を前に演じているみんなのすごさが改めてわかった。見ているだけではわからな

いことも、たくさんあった。 

同じ役柄でも演じる人が変われば、印象が違ってくるのが面白い。 

そんな日々の積み重ねが公演に結びついて、力になっていると思う。 

表現するということは、演じることだけではなく、音響や小道具などのいろいろな物が

合わさって、作品という形に変わり、見ている人に思いを伝えていくことだと思う。 

公演には参加できていないけれど、そんな素晴らしいことにこれからも自分の出来る形

で力になっていけたらいいなと思います。 

このコラムも一種の表現だと思いますが、うまく伝わっていますか？ 

 

 

 

＜協力者の思い＞ 

「幸せな時間」 
金城 希久江 

私は紙風船に来て 5 年目を迎えました。「えっ もう そんなに？」と思いますが、

紙風船の話を語り出したら、それは長い話になりそうです。 

個性的なメンバー達 個性的なアシスタントの面々 人形劇の話 とっても厳しい時も

ある人形劇の練習 ハラハラ・ドキドキの公演 苦難に苦難を重ねた新作ができるま

で・・・ 人形劇以外の活動の話 そして紙風船といえば、笑顔 笑い声 楽しかった

事 嬉しかった事 満足感 充実感 達成感！！ 

ですが、もちろんあります。 悩んだり 困ったり 悲しかったり 怒ったり  

イライラしたり とっても疲れてしまったり・・・ 

今 思い出しても こんなにたくさんの思いや感情を味わってきたんですね。 

これは とても幸せな時間を過ごしてきたように思います。 

仲間たちと一緒に 一生懸命 生きてきたんだなぁ と思います。 

私はもうしばらくこの（愉快？）ではなく（素敵）な仲間たちと幸せな時間を過ごして

いけたらと思っています。 
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                                     南  寿 樹 

 すてきな写真絵本「子どもと森へ出かけてみれば」（小西貴士フレーベル館）に出会った。 

「 じょーくんも ふみやくんも 上機嫌で 森へ出かけました じょーくんなんて お花の

かんむりを かぶったくらいでしたから！ ところが… 森のひろばの 木のブランコをめぐ

って ふたりの まっすぐな想いが ぶつかりました   

―― ちょっと ブランコを留守にしただけだ！ という じょーくん 

―― ボクが来たときには だれも つかっていなかった！ という ふみやくん 

上に 下に のっかって のっかられて １５分  はじめは 応援していた 仲間たちも 

ふたりの迫力に 圧倒されて 森は静かです  

息があがって ほどけた ふたり  駆けよった仲間に 叫びました 

―― みんな 帰れっ！  帰ってほしい！！ 

みんなは 困ったけれど 後ろを振り返りながら 森から帰ってゆきました 

ふたりきり 沈黙  伏し目     カッコウの歌声  ぎこちなく  ひと言 ふた言 

そのうち ふたりは 笑っていました 」 

小西氏は八ヶ岳のふもと清里高原に住む写真家であり、保育士でもある。彼は、野外保育の

場面を１８万枚もの写真に収め、編集して１冊の言葉つきの写真集にまとめた。先ほどの場面

は、「花のかんむりをかぶって照れているじょーくん」「泥だらけで取っ組み合いをし困った泣

き顔をしているふたり」「森の中で背中を向け伏し目でうなだれるふたり」「笑い合うふたり」

の４枚の写真で構成されている。大自然の中で、全身・全力でぶつかり合い、それでも自分た

ちで関係を修復していく体験…これこそが人格の根っこづくりではないだろうか。 

この本を紹介してくれた金森俊朗（北陸学院大学）は言う。「ふつう、１５分も取っ組み合い

のけんかを見守るなんてしないだろう」――ともすれば「やめなさい」とすぐに制止する大人。

ここで子どもたちの自分たちで関係を修復する力を信じ、どれだけ待てるかが問われる。 

揺れ苦しむ内面世界を全力で共感的に受け止めてくれる大人を子どもたちは求めているようだ。 

 そんな大人のひとりが和歌山の小畑耕作氏（きのかわ福祉会理事長）だ。「もっと学びたい」

「もっと主体的に、自分たちで考え、決め、活動したい」という卒業生の思いを受け止め、学

べる作業所（シャイン）を立ち上げた。普段は、一般教養という大学のような授業をしてるそ

うだが、この夏見学に行った時は、１２名のメンバーは宿泊研修の計画を話し合っていた。「夕

食は、どんなメニューがいいと思いますか」「黙っていたらいらないということですよ」「部屋

割りも考えましょう」「めんどくさい」「めんどくさいとはなんですか」…自由な雰囲気の中で

メンバーは思いを出し合っていた。小畑氏をはじめスタッフはニコニコと見守っている。小畑

氏は言う。「主体的に自立した豊かな生活を営む力を仲間とともに身につけさせてあげたい」 

ここでも人生の主人公になる「人格の根っこ」づくりを感じた。「人格の根っこ」は、きっとそ

の年齢にふさわしい生活を思う存分に充実させるところにこそ作られるにちがいない。 
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2011 年度 第 1回定例会報告   ～愛実の会の理念の具体化のために～ 

 

 今年度最初の定例会が 7月 30 日(土)に開催されました。参加者 14名（正会員数 51名） 

愛実の会の理念は 2010 年 4 月木場町への移転事業を前に、これから大切にしていきたいこ

とを正会員みんなで思いを出し合い、将来を描きながら作られたものであります。 

定例会の役割として、愛実の会の理念（ミッション）を具体化し、その実現を目指して

行くことをまず会の初めに確認することができました。そして、今回は下記の２つのテー

マに絞って活発な意見交換がなされ、有意義な時間をみんなで共有することができました。 

 

★話し合いから出された現状と主な意見 
 

テーマ１ 「コミュニケーションの充実」 

移転して３つのデイが一か所に集められ一年が過ぎ、大きなトラブルもなく無難に過

ごすことができました。しかし広くなった空間で、ゆとりはできたものの相互の理解や

協力・分かち合いなど交流や信頼関係について言うと、何か物足りなさが感じられます。 

・顔と顔を合わせての挨拶が基本 

 ・朝、デイ全体で集まりアシスタントの朝礼を行ってはどうか 

・メンバーとのコミュニケーションは、時間も長くかかるが係わりを大切に 

・アシスタントと親との話し合いの場を作る（親の会への参加やデイの見学会など） 

・いろんな情報の共有についても、できるだけ直接顔を合わせて伝えて行く 

・イベントを通して楽しい交流ができるといい 

 

テーマ２ 「地域とのつながりを深めるために」 

 地域に開放された施設として、アシスタントはメンバーと地域社会との橋渡しを担う

ことが大切であり、また災害時における地域の協力はとても重要であることから、もっ

と積極的に地域につながり認められていくことが必要である。 

・地域の方々を招き、デイの活動の見学会、ふれあい企画のお祭りやイベントを開催 

・地域のお祭りへ参加、子ども会・ボランティアサークル・小学校等の体験の受け入れ 

・近隣の方と顔を合わせた時は挨拶できる関係作り 

・地域との交流担当窓口を設置 

・近所のお店、学校などデイの外に出て行き、愛実の会の存在をアピール 

・愛実の会の会報を町内や学区に回覧 

 

 まとめ 

全体での大きなイベントを計画していくことは、準備から大変な面があるが、地域の人

たちを巻き込んで楽しく進められるといい。労苦を共にして、一つの目的に向かってみん

なで創り上げていくことが、コミュニケーションを作るよい機会につながると思う。 
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「小窓から」 12 

              大野 義徳 

 先般発生した東日本大震災では、数多くのボランティアが全国から集まり力を合わせ

て活躍されているそうだ。被災された方々の手となり足となり助けとなって、とても感

謝されていると聞く。その一方で、それがボランティアの自己満足と受け取られてしま

い、必ずしも被災者の為になっていないものも中にはあると報道されてもいた。 
 

 さて、愛実のメンバーは、親御さんやアシスタントが手となり足となって、毎日の生

活を送っている。私が勤め始めたときにまず言われたことは、「介助のときにメンバーと

目線の高さを合わせること」だった。飲み物を差し上げるときも、車椅子に座っている

メンバーの横に立って見下ろす形でコップを差し出しても受け取ってもらえず、私も椅

子に座って同じ目線になると、飲んでいただけると学んだ。 
 

だれでもそうだけれど、「上から目線」からの介助はキライだ。「介助してやってるのに

何で・・・」と言われることは、メンバーも嫌だし、またアシスタントが陥りがちな闇

でもある。 
 

 「下にいる」メンバーを「こっちへ上がって来いよ」と上に引き上げる姿勢でいると、

その立ち位置から、いつの間にか「引き上げてやっている」という上から目線になりや

すいのではないだろうか。そうではなくて、同じ位置にいるメンバーを、「ひとつ上の段

階へ持ち上げる」、そんな縁の下の力持ち的な役割が、アシスタントなんだろうと思う。

そうすれば上から目線になりにくいのかな、と自戒を込めて感じる。自己満足に終わら

ない介助、単なる個人的な達成感を超えた何かに、難しいことだけれど少しでも近づい

ていきたい。 
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◆◇ご寄付のお知らせ◇◆ 
 

２０１１年７月より、ＮＰＯ法人セカンドハーベスト名古屋様をとおして、寄贈品

のご寄付をいただいています。 

定期的に、食品やお菓子、お野菜等をいただき、デイでのティータイムや給食の材料 

として活用させていただいています。 

皆大変喜んでおり、感謝しております。 

ありがとうございます。 

 

 



★　賛助会費

　伊藤和昭　渡辺　幸　阿部健二　早川吉彦　成瀬絵里子　瀬口昭代　今枝ミサ子

　榛葉英子　岡本恵子　村上裕子　吉田　弘　石田伊志子　安達清海　都築典子　　

　杉本　誠　柴田京子　福島　真　矢澤綾子　前山美恵子　竹内淳子　石崎亮史朗

　中澤實郎　佐藤全弘　宇田ゆき子　

★　紙風船

　荒川敦子　宮川　等　秋山公夫　榛葉英子　長谷川耕司　山下　純　五十嵐ベティ

　宮原祐子　岡本恵子　斉藤　良　早川吉彦　成瀬絵里子　永井　猛　佐藤千萬子

　牧野眞保　北島敦子　瀬口昭代　矢澤綾子　石崎亮史朗　浜嶋一史　川口いづみ

　梶野和恵　南　寿樹　酒井淳子　小出朋子　五十川俊一　赤星実環　村瀬きよ子

　潮田則行　潮田茂子　石井昌也　品川美樹　品川健一郎　可知一三四　

　中森照子（複数回）　中森由哉（複数回）　新生保育園有志　

★　寄付・その他

　宮川　等　下村徹嗣　佐野都吾　浦野松子　佐々木伸夫　野崎弘一　野崎典子（複数回）

　岩﨑武男　宮崎正和　梅村亜恵　瀬口昭代　市原信太郎　市原誉子　市原麦穂

　矢澤綾子　榛葉英子　山中　高　大薮礼子　日比野房子　吉岡満智子　長谷川耕司

　鶴崎祥子　村上裕子　小田　泉　湯元睦美　土屋美恵子　榊原喜代子　五十嵐ベティ　

　福島　真　水野享好　比企敦子　南　寿樹　前山美恵子　尾﨑志満子　

　竹内淳子　堀尾勇夫　島しづ子　中森照子（複数回）　中森由哉（複数回）

　京都みぎわキリスト教会　イエローレシート(複数回)　

★土地・建物

　早川吉彦　瀬口昭代　南　寿樹　杉山清美
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秋の澄みきった空にトンボが季節の移りを運んできました。

地震・津波・原発の被災者の方々の日々は、一向に進んでいない復興が現状です。

足早に来る東北の秋は、厳しい冬を控えています。

先の見える日々が与えられますようにと祈っています。

私たちの活動を覚えてご協力くださいまして、御礼申し上げます。

今後共、あたたかく見守り、育ててくださいますようにお願い申し上げます。

有り難うございました。（長村）

★寄付金個人・教会

　安藤香代　稲田喜水　渡井秀雄　原田　忠　松下智恵子

★賛助会費個人

　吉谷尚之（複数回）　

★土地建物基金個人

　岩田太万亀

引き続きのご支援よろしくお願いいたします。

―１４―

ご協力ありがとうございました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




